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1. はじめに 

ITER運転時に想定される定常熱負荷やEdge 

Localized Modes(ELM: 0.2-2 MJ/m
2，~0.1-1 ms)不安

定性[1]によるプラズマ対向機器への熱流束によ

る損傷が問題となっており，タングステン・ダイ

バータ板の健全性の評価が重要な課題となってい

る．兵庫県立大学では磁化プラズマガン

(Magnetized Coaxial Plasma Gun: MCPG)装置を用

いたELMパルス高熱負荷模擬実験を行っている．

MCPG装置では外部バイアス磁場を使用したプラ

ズマの制御を行っており，ポロイダル電流とトロ

イダル電流を有するコンパクトトーラス(Compact 

Torus: CT)プラズマが生成・照射される．生成され

たCTプラズマが材料に照射される際，材料表面の

特性によって，吸収されるエネルギーが変化する． 

本研究では，グラファイトチップ及びタングス

テンチップを用いたカロリーメータ(図1)を用いて，

材料に吸収されるエネルギーを評価した．実験で

使用したカロリーメータは，受熱チップの側面を

セミラックスのカバーで覆うことによって，側面

からのプラズマの入熱を抑える構造となっており，

正面の受熱面にのみ熱が入るようになっている． 

 

2. 実験設定・結果 

プラズマ生成電圧6 kV，ガス種He，内部電極先

端からの距離450 mmの位置でのグラファイトチ

ップ及びタングステンチップを用いたカロリーメ

ータによるエネルギー密度Eのバイアス依存性を

図2に示す．エネルギー密度Eの評価には，生成さ

れたCTプラズマをカロリーメータに照射し，チッ

プの温度上昇によって熱電対から発生する起電力

をマルチメータで計測し，照射前後の電位差より

温度変化ΔTを求めた． 
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(c：チップの比熱，m：チップの質量，ΔT：温度

変化，S：受熱面の面積) 

同じエネルギーのプラズマを照射した場合，グラ

ファイトの方がタングステンよりも吸収エネルギ

ーがピークでおよそ1.7倍大きい事が計測された．

このことから，同じエネルギーのプラズマの場合

でも，材料による反射率等の違いによって吸収エ

ネルギーは変化することが確認された． 

 
図1. カロリーメータの先端部構成 

 
図2. エネルギー密度のバイアス磁束依存性 
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